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要旨
　本研究の目的は、看護基礎教育における解剖生理学を中心として、形態機能学および解剖学、生理
学に関する研究を調査し、その動向を明らかにするとともに、解剖生理学の看護基礎教育および研究
への示唆を得ることである。医学中央雑誌 Web にて、1990年から2013年までに発表された研究論文
のうち、解剖生理学、形態機能学、解剖学、生理学の用語を含む原著論文について検索し得られた
530件を分析対象とした。分析の結果、最も多かった研究は生理学で418件、解剖学が82件、解剖生理
学は14件、形態機能学は16件であった。さらに、最も多かった内容は「臨床実践に関するもの」で
214件、「実験研究」が126件、「看護教育・授業に関するもの」が98件、「調査研究」が78件、「教材・
技術等開発に関するもの」が14件であった。「看護教育・授業に関するもの」の研究は2000年以降に
急激に増加していた。以上のことから、解剖生理学に関する研究は、看護系大学の増加と指定規則の
改正に関連していることが明らかになった。
Ⅰ．緒言
　現在、看護基礎教育における解剖生理学の位置づけは、「看護師養成所の運営に関する指導要領」1）
によると、専門基礎分野の「人体の構造と機能」の教育科目に含まれる。この指導要領では、専門基
礎分野の留意点として、人体を系統だてて理解し、健康・疾病・障害に関する観察力、判断力を強化
する内容であることが求められている。解剖生理学は、1989年の「保健婦助産婦看護婦養成所指定
規則」2）改正により、それまで独立していた解剖学と生理学とを合わせた科目である。看護基礎教育
における解剖学と生理学の歴史は古く、1915年に公示された訓令「私立看護婦学校講習所指定標準ノ
件」3）の必修科目として、「人体の構造及び主要器官の機能」という名称としてあげられていた。こ
の訓令１条には「主要な学科は適当と認める医師をして担当させること」と明記されており、長き
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にわたり解剖学及び生理学として主に医師がその教育を行っていた。看護学の学際的な向上に伴い、
1989年に指定規則が改正され、1990年代初頭より、看護系大学（看護大学、看護学部、医学部看護学
科、医学部保健学科看護学専攻など）が急速に増加した。このことは、社会が看護により高度な知
識と専門性を要求している結果といえる。この頃、菱沼4）は解剖生理学を看護職が教えることを提唱
し、1995年度から聖路加看護大学において従来の「解剖生理学」と「病理学」を統合して、新たに「形
態機能学」とするカリキュラム改正を行った。つまり、「解剖生理学」を医学モデルから看護学モデ
ルへの変更5）を行ったのである。2008年の「保健婦助産婦看護婦養成所指定規則」の改正に伴い変更
された指導要領１）では、「基礎看護学」における留意点として、フィジカルアセスメントを強化す
る内容であることが求められている。今本ら6）によると、フィジカルアセスメントは、解剖生理学の
知識を基盤にして、看護実践に必要な種々のアセスメント技法を組み合わせた実践型の実習である。
このように、看護基礎教育における解剖生理学は、教育課程の指針となる「保健婦助産婦看護婦養成
所指定規則」により、その捉え方が変化しているといえる。近年における指定規則の改正は、1989年、
1996年、2008年に行われている。
　看護教育機関における「人体の構造と機能」の科目名は「形態機能学」、「解剖生理学」、あるいは
「解剖学」と「生理学」の両科目、さらに「看護形態機能学」など様々である。今本ら7）は、生活行
動を主軸にする形態機能学の視点は有効と考えながらも、現状では生活行動を主軸にすると、解剖生
理学の知識は皮相的なもので終わってしまうことを危惧していると述べている。このように、解剖生
理学はその名称、教授内容や方法、さらには研究における分野のあり方や概念の捉え方などが統一さ
れているとは言えない状況にある。加えて、解剖生理学における内容の広範さと複雑さから、学習者
には「覚えることが多すぎる」との印象を与え、理解の到達度の低さも報告されている8）。
　このように、解剖生理学は名称としては近年の学問ではあるが、解剖学と生理学は日本における看護教
育の初頭から存在し、かつ時代の流れによる法律の改正からその名称や教育方法を模索しながら歩んで
いる。看護における解剖生理学教育に関する研究について、田中ら9）がその動向をまとめている。しかし、
看護における形態機能学および解剖学、生理学に関する研究の動向をまとめたものは、渉猟の限り無い。
さらに、解剖生理学および解剖学、生理学、形態機能学をも含めた研究の動向は明らかになっていない。
Ⅱ．目的
　本研究は、指定規則の「人体の構造と機能」の科目に属する解剖生理学を中心として、形態機能学
および解剖学、生理学に関する研究を調査し、その動向を明らかにするとともに、今後の解剖生理学
の看護基礎教育および研究への示唆を得ることを目的とする。
Ⅲ．方法
　1900年から2013年11月までに発表された研究論文を対象に、医学中央雑誌 Webを用いて検索した。看
護論文のうち、解剖生理学、形態機能学、解剖学、生理学のそれぞれの用語を含む原著論文を検索した。
さらに、それらを内容により「看護教育・授業に関するもの」「調査研究」「臨床実践に関するもの」「実験
研究」「教材・技術等開発に関するもの」の５つに分類した。年代別の推移として、近年における指定規則
の改正年度を中心に、 “1990～1999年度”、“2000～2009年度”、“2010～2013年11月”の３期に分類した。
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Ⅳ．結果
１．研究件数の推移
　発表年代別の研究論文数を表１に示した。
　研究数は計530本で、最も多かったのは生理学の418件、次いで解剖学の82件だった。解剖生理学の
研究数は14件、形態機能学は16件で、いずれも1990～1999年度の研究は無かった。年代別では、1990
年代の文献数が計102件、2000年代が308件、2010年～2013年が120件だった。
　　　　　　　　　　　　　　　表１．年代別の文献数 N=530　　
２．研究の動向
　年代別の研究論文を内容により分類し、発表年代別に表２、図１に示した。
　全ての研究のうち、内容として最も多かったのは「臨床実践に関するもの」で、214件であった。次いで、
「実験研究」が126件、「看護教育・授業に関するもの」が98件、「調査研究」が78件で、最も少なかった
のは「教材・技術等開発に関するもの」で14件であった。解剖生理学は、「看護教育・授業に関するもの」
が2000～2009年度は９件、2010～2013年度は５件で、他の内容の研究は無かった。形態機能学は2000～
2010年度では、「看護教育・授業に関するもの」が10件、「実験研究」が４件、「教材・技術等開発に関
するもの」が１件で、2010～2013年度は「看護教育・授業に関するもの」が１件で他は無かった。
　　　　　　　　　　　　　　　表２．年代・内容別の文献数 N=530　　
48－  　  － 49－  　  －
図１．年代・内容別の文献数の推移
Ⅴ．考察
１．看護基礎教育との関連
 　解剖生理学の原著論文数は、1990年代は０であったが、これは1989年の指定規則2）改正による新た
な科目名であったためと考えられる。このことは、1995年前後に解剖生理学を含む新たな科目名とし
て構築された形態機能学も同様である。2000年度からは、解剖生理学および形態機能学の研究数は急
増し、その大部分は「看護教育・授業に関するもの」であった。解剖生理学に関する研究で「看護教
育・授業に関するもの」は、田中ら9）の過去５年間における解剖生理学を含む専門基礎科目の研究の
動向の研究や、今本ら6）の解剖生理学を基盤にしたフィジカルアセスメントの導入カリキュラムの報
告などがある。形態機能学は、「看護教育・授業に関するもの」として、中山ら10）による解剖生理学
を形態機能学と改名し、看護の視点を重視した授業の検討や、坂下ら11）による看護形態機能学の授
業を通じた教育方法の検討などがある。このように、解剖生理学および形態機能学の「看護教育・授
業に関するもの」の研究数の増加は、看護系大学の増加や指定規則の改正に関連していると考えら
れる。形態機能学の「実験研究」では、伊東ら12）のアロマオイルによる足浴の効果や、島村ら13）の、
オリゴ糖を用いた皮膚創傷治癒過程をマウスを使用し実験した研究などがある。これらの「実験研
究」は、その内容から形態機能学と解剖生理学を同義で捉えていると考えられるが、掲載雑誌の名称
からキーワードを形態機能学としたと推測する。「教材・技術等開発に関するもの」では、渡辺14）に
よる人体模型を３次元的にデジタル化することを試みた研究があるが、これも同様の理由からキー
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ワードを形態機能学としたと考えられる。つまり、解剖生理学および形態機能学は、その出現が近年
であったために、研究の趣旨がカリキュラムの改正や授業検討であるものが大部分を占め、さらに
「実験研究」や「教材・技術等開発に関するもの」は、形態機能学の研究とされていても解剖生理学
の内容とほぼ同義であることを意味する。
 　解剖学の研究では、「看護教育・授業に関するもの」が計34件と最も多かった。岩間ら15）や、熊谷
ら16）など解剖実習見学の教育効果についての研究が計９件で、全体の約４割を占めていたことが、
その背景にある。このことは、看護基礎教育における解剖見学実習への関心の高さをうかがわせる。
「看護教育・授業に関するもの」の研究の推移をみると、1990年代は１件であったが、2000年から増
加傾向にある。これは、近年の指定規則改正により専門基礎科目の「人体の構造と機能」に対する検
討が数多くなされた結果と考える。次に多かった内容は、「実験研究」で、計22件だった。佐藤ら17）
や、堀ら18）の解剖実習体を用い、神経や静脈の走行を確認した注射部位の検討などがこれにあたる。
 　生理学の研究は、「臨床実践に関するもの」が198件と最も多かった。八巻ら19）の老人保健施設に
おけるソフト食の摂食・嚥下機能の検討や、松下ら20）の分娩第１期における足部温罨法のリラクセー
ション反応など、臨床における患者や看護師、現象を対象にしたものがこれにあたる。次いで多かっ
たのは「実験研究」で、計100件だった。後藤ら21）の片足への温熱刺激が生体にもたらす生理的効果
の検討や、藤田ら22）の成人女性への背部マッサージの生理学的・心理学的効果などが該当する。「看
護教育・授業に関するもの」の研究は39件であったが、解剖学と同様に2000年から増加傾向にある。
その理由も、指定規則改正に伴う従来の解剖学や生理学からの再編成の結果から生じたと考えられ
る。
２．解剖生理学領域に関する研究
 　看護論文のうち、解剖生理学、形態機能学、解剖学、生理学のそれぞれの用語を含む原著論文の研
究の動向を述べてきたが、これらの用語を含まないが内容的には同様である研究も数多く存在する。
田丸ら23）の移動援助時のベッドの高さの違いが対象に及ぼす影響を事件した研究や、松本ら24）によ
る褥瘡創面における細胞外マトリックス分解産物の解析、田中ら25）による意識的な腹式呼吸と高齢
者の自律神経反応およびホルモン変化を検討した研究など、実験研究に多く存在した。これらの研究
のキーワードは多岐にわたるため、原著論文が何本存在するかまでは把握しきれなかった。しかし、
コメディカルを対象とした解剖生理学に関する雑誌が近年増加していることからも、看護基礎教育に
とどまらず、解剖生理学に対する看護の関心が高まっていることを意味している。
 　他の学問領域では、学際的連携における研究も進められている。看護においても同様であると考え
られる。Mikuni ら26）は、肘窩における安全な静脈部位の選定を目的とし、解剖実習体を用いた実験
研究を行ったが、その中において新たな皮静脈の走行パターン分類を作成した。これは、Goto27）な
どによる静脈の走行パターン分類以来の定義であり、解剖学として意義があると考えられる。このよ
うな研究は、看護学と他の学問とが連携し、両者の領域において新たな知見を得られることから、今
後も増加しさらに進展していくと予想される。
３．諸外国との比較
 　諸外国における解剖生理学に関する研究論文は、カリキュラム構築や授業に関するものが主で、特
に英国の研究が多かった。これは、UKCC（United Kingdom Central Council for Nursing,Midwifery 
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and Health Visiting）28）が、看護職を取り巻く社会状況の変化に対応し、より質の高い看護教育を
行っていくには大学レベルの看護教育が必要であるとして、1986年に看護教育改革「プロジェクト
2000（A New Preparation for Practice）」を英国政府に提案し、1990年から順次実施されたことが影
響している。Nicoll ら29）はカリキュラム開発のため、解剖学や生理学などを含む科学的内容と学生の
理解不足による不安について調査し、カリキュラム構築上の問題を提起している。Courtenay30）は、
解剖学や生理学、微生物学など生物学的内容の知識を、学生は看護学と結び付けて応用することが難
しいと報告している。Ankinsanya31）は、看護における生物学のモデルを示したが、Trnobranski32）
によると、その教育効果は低かったことが報告されている。Larcombe ら33）は、解剖生理学を中心と
した生物科学を教授する教育者の不足と、その育成のあり方について問題提起をしている。このよう
に、看護教育課程における解剖学や生理学など生物学的内容の編成や教育者については、現在も討議
され続けている状況である34）。解剖学と生理学の教育方法や授業に関するものとして、オーストラリ
アでは、Johnston ら35）が、クリティカルシンキングを活かし、解剖生理学の授業方法や実習環境に
ついて学生の知覚から調査している。米国では、Rodenbaugh ら36）の、解剖生理学の授業で骨格筋モ
デルを作成する経験により、学生の理解や知識が向上したとの研究がある。さらに、英国では Green
ら37）による、解剖生理学教育に仮想型学習環境を導入したことにより、導入前より学生の成績が向
上し有効であったとの報告もある。このように、英国をはじめ諸外国は看護基礎教育における解剖生
理学の重要性を認識しながらも、そのカリキュラム構築や授業編成については、いまだに議論や検討
が続けられている状態であることが分かる。
Ⅵ．まとめと今後の展望
　解剖生理学を中心として、形態機能学および解剖学、生理学に関する研究論文を調査し、その動向
を考察した。その結果、解剖生理学および解剖学、生理学はいずれも2000年以降の研究数が増加して
おり、解剖生理学においては、特に「看護教育・授業に関するもの」の研究が今後も増えることが予
想される。解剖学および生理学では、「臨床実践に関するもの」と「実験研究」が現在も増加し続け
ていることから、看護学との学際的連携による研究が増加していくと考えられる。形態機能学は2010
年以降の研究数は少ないが、資料や雑誌の特集による解説が急激に増加していることから、教授内容
を中心とした検討が重ねられている段階といえる。今後の展望として、解剖生理学および形態機能学
の名称や到達目標、臨地における活用について検討が必要だと考える。また、これらの研究結果をど
のように看護実践に活かし、向上させるかをさらに検討していく必要がある。そのためにも、諸外国
の解剖生理学に関するカリキュラム編成や教授方法、看護学に立脚した解剖生理学を含めた研究の動
向などについても、今後調査していきたい。
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Abstract
　The purpose of this study was to clarify trends and issues in studies of anatomo-physiology, the 
structure and function of the human body, anatomy, and physiology in basic nursing education. 
Aiso, we hope that this study will bring useful suggestions to basic nursing education and to 
research in anatomo-physiology. Original studies presented from 1990 to 2013 in Japan were 
searched by the keywords “anatomo-physiology”, “structure and function of the human body”, 
“anatomy”, and “physiology” though the Web Version of the Central Journal of Medicine. Then, 
530 pieces of literature were selected as study samples. Among in, “physiology” had the highest 
frequency, found in 418 cases, “anatomy” in 82 cases, “anatomo-physiology” in 14 cases, and 
“structure and function of the human body” in 16 cases. Furthermore, references to “clinical 
practice” were made in 214 cases, “experiment research” in 126 cases, “nursing education and 
teaching ” in 98 cases, “research study” in 78 cases, and “developing teaching aid” or “developing 
teaching skill” in 14 cases. In addition, references to “nursing education and teaching” increased 
from 2000 onward. It has been revealed in this research that increase in the number of nursing 
colleges is related to an increase in studies of anatomo-physiology, and to amendment in regulation 
for nursing education.
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